
認知症に関するアンケート（比較）

１ あなたは認知症に対してどのようなイメージを持っていますか。

 

 認知症に対するイメージは、「医療・介護のサポートを受けながら地域で生活できる」が最

も多く、支援を前提とした地域での生活イメージは一定程度浸透している。一方で、「施設入

所が必要」「何もできなくなる」といった否定的な認識も少数残っている。

 対象者別では、ケアマネジャーや民生委員は地域での生活に肯定的であり、一般町民では認

識が「身の回りのことができなくなり、介護施設に入ってサポートを利用することが必要にな

る」と回答した割合が、他の対象者と比較して高く、施設中心のイメージが高い傾向がみられ

る。

4.5%

48.2%

26.0%

5.6%

5.8%

4.8%

1.3%

3.8%

15.2%

45.5%

18.2%

3.0%

3.0%

0.0%

9.1%

6.1%

10.5%

68.4%

10.5%

5.3%

5.3%

0.0%

0.0%

0.0%

できないことを自ら工夫して補いながら、
今まで暮らしてきた地域で、
今までどおり自立的に生活できる

医療・介護などのサポートを利用しながら今
まで暮らしてきた地域で生活していける

身の回りのことができなくなり、
介護施設に入ってサポートを利用することが

必要になる

暴言、暴力など周りの人に迷惑をかけてしまうので、
今まで暮らしてきた地域で生活することが難しくなる

症状が進行してゆき、
何もできなくなってしまう

その他

わからない

未記入

一般町民

民生委員

ケアマネ



認知症に関するアンケート（比較）

全体的に家族よりもケアマネの方が意向確認を行っている割合が高くなり、

２ あなたは、隣近所とどの程度おつきあいしていますか。

  （※民生委員：どの程度の付き合いが必要と考えますか）

 一般町民の近所づきあいは「挨拶をかわす程度」が中心で、「世間話」が続くなど、関係性

は緩やかなつながりにとどまっている。「相談・助け合い」まで至る関係は限定的であり、支

援に発展する基盤は十分とはいえない。

 また、民生委員が想定する関係性は実態より深く、地域に求められる関係性との間にギャッ

プがみられる。関係の量ではなく、支え合いにつながる質の向上が課題である。
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認知症に関するアンケート（比較）

３ もし、あなたやあなたの家族が認知症になった場合、そのことを近所の人に知ってもら

  おうと思いますか（※家族：知ってもらっていますか）

 一般町民については、「協力をお願いしたい」「知っておいてほしい」とする意向がある一

方で、「知ってもらう必要はない」とする回答も多く、意向は分かれている。

 民生委員は「協力をお願いしたい」とする回答が最も多く、協力前提であるのに対し、一般

町民や介護家族は慎重な傾向にあり、立場による意識差がみられる。家族においても積極的と

はいえなかった。
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認知症に関するアンケート（比較）

４ 認知症の人と家族が暮らしやすい地域づくりのためにあなたができそうなこと

  （※家族：あったらよいと思う地域の支え）

 介護家族は「あったらよいと思う地域の支え」として回答していることから、一般町民や民

生委員の「できそうなこと」とは視点が異なる。一般町民や民生委員が挨拶や声かけといった

日常的な関わりを中心に捉えているのに対し、介護家族ではこれらの項目の割合が低く、日常

的な関わりのみでは十分な支えとして認識されていない可能性がある。こうした結果から、地

域が提供しようとする支援と、当事者が求める支援との間に一定のギャップが存在しているこ

とが示唆される。
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認知症に関するアンケート（比較）

５ 認知症の人の意向を確認したことがあるもの

 介護家族とケアマネジャーを比較し、各項目を選択している順位は同じであったが、ケアマ

ネジャーのほうが割合が高かった。ケアマネジャーは、本人の近い支援者として意識的に確認

が行われていると思われる。一方で、家族の場合、医療や終末期への要望といった将来に関す

る内容は、心理的な抵抗感も影響し、必要性は認識されつつも行動に結びついていないと考え

られる。

55.1%

28.2%

19.2%

5.1%

20.5%

84.2%

68.4%

36.8%

0.0%

5.3%

日常生活に関すること

社会生活に関すること

医療や終末期への要望

その他

確認したことがない

介護家族

ケアマネ



認知症に関するアンケート（比較）

６ 音更町にある認知症の取り組みで知っているものはありますか。

  （※ケアマネ：担当する本人や家族に紹介したことがあるもの）
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認知症に関するアンケート（比較）

 施策の認知度は、「相談窓口」など直接的な相談機能に関する項目で高く、その他の施策は

相対的に低いなど、認知内容に偏りがみられる。

 対象者別では、ケアマネジャーは各施策全体を通じて認知度が最も高く、特に相談窓口に加

え、複数の施策について一定程度把握している。一方で、一般町民の認知は限定的となり、

「相談窓口のみ知っている」または「すべて知らない」といった層が増加しており、情報が専

門職を中心にとどまりやすい傾向にある。


